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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年7月3日(2008.7.3)

【公表番号】特表2008-500429(P2008-500429A)
【公表日】平成20年1月10日(2008.1.10)
【年通号数】公開・登録公報2008-001
【出願番号】特願2007-515181(P2007-515181)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  63/91     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  67/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/22     (2006.01)
   Ｄ０１Ｆ   6/92     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  63/91    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  67/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/22    　　　　
   Ｄ０１Ｆ   6/92    ３０２　

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月13日(2008.5.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）ジオール、
　ジカルボン酸、ジカルボン酸誘導体及びそれらの混合物からなる群から選ばれた二酸成
分、
　反応混合物の総重量の０．１％未満の量のアンチモン含有化合物、
　反応混合物の総重量の０．１％未満の量で存在する燐含有化合物、
　１０ｐｐｍ～３００ｐｐｍの量で存在する亜鉛含有化合物、マンガン含有化合物からな
る群から選ばれた金属含有化合物並びに
　下記式を有する化合物からなる群から選ばれ且つポリエステル反応性基を含む光吸収性
化合物：
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【化１】

【化２】

｛式中、Ａは結合した二重結合と共役しており、且つ下記式：
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【化３】

を有する窒素含有部分からなる群から選ばれ；
　Ｒ及びＲ’は、独立して、水素、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシ及びハロ
ゲンからなる群から選ばれ；
　ｎは１又は２であり；
　Ｒ1はＣ3～Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ8－アルケニル、アリール、Ｃ1～Ｃ12－アル
キル、置換Ｃ1～Ｃ12－アルキル及び－（ＣＨＲ13ＣＨＲ14Ｏ）m－Ｒ15［式中、ｍは１～
５００の整数である］からなる群から選ばれ；且つ
　Ｒ2はＣ3～Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ8－アルケニル、アリール、Ｃ1～Ｃ12－アル
キル、置換Ｃ1～Ｃ12－アルキル、－（ＣＨＲ13ＣＨＲ14Ｏ）m－Ｒ15［式中、ｍは１～５
００の整数である］並びに－ＣＯＲ16、―ＣＯ2Ｒ16、－ＣＯＮＨＲ16－及び－ＳＯ2Ｒ16
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から選ばれるアシル基からなる群から選ばれるが、但し、Ｒ2がアシル基である場合には
、Ｒ1は水素であることができ；又は
　Ｒ1とＲ2とが、それらが結合している窒素原子と結合して、ピロリジノ、ピペリジノ、
ピペラジノ、モルホリノ、チオモルホリノ、チオモルホリノ－Ｓ，Ｓ－ジオキシド、スク
シンイミド及びフタルイミドからなる群から選ばれた環状構造を形成することができ；
　Ｒ3は、Ｃ1～Ｃ6－アルキレン及び－（ＣＨＲ13ＣＨＲ14Ｏ）m－ＣＨＲ13ＣＨＲ14－［
式中、ｍは１～５００の整数である］からなる群から選ばれ；
　Ｒ4、Ｒ5及びＲ6は、独立して、水素及びＣ1～Ｃ6－アルキルからなる群から選ばれ；
　Ｒ7は水素、Ｃ1～Ｃ6－アルキル及びアリールからなる群から選ばれ；
　Ｒ8及びＲ9は、独立して、Ｃ1～Ｃ12－アルキル、置換Ｃ1～Ｃ12－アルキル、アリール
、Ｃ3～Ｃ8－シクロアルキル及びＣ3～Ｃ8－アルケニルからなる群から選ばれ；又は
　Ｒ8とＲ9とが、それらが結合している窒素原子と結合して、ピロリジノ、ピペリジノ及
びモルホリノからなる群から選ばれた環状構造を形成でき；
　Ｒ10及びＲ11は、独立して、水素、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、ヒドロキシル及び
Ｃ1～Ｃ6－アルカノイルオキシからなる群から選ばれ；
　Ｒ12は、カルボキシ、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシカルボニル及び（Ｒ）nからなる群から選
ばれ；
　Ｒ13及びＲ14は、独立して、水素及びＣ1～Ｃ6－アルキルからなる群から選ばれ；
　Ｒ15は水素、アリール、Ｃ1～Ｃ12－アルキル及びＣ1～Ｃ6－アルカノイルオキシから
なる群から選ばれ；
　Ｒ16はＣ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ3～Ｃ8－アルケニル、アリール及びＣ3～Ｃ8－シクロア
ルキルからなる群から選ばれ；
　Ｘは－Ｏ－、－ＮＨ及び－Ｎ（Ｒ16）－からなる群から選ばれ；
　Ｌは二価、三価又は四価結合基であり；
　Ｌ1は直接単結合又は二価結合基からなる群から選ばれ；
　Ｐ及びＱは、独立して、シアノ、－ＣＯＲ16、－ＣＯ2Ｒ16、－ＣＯＮ（Ｒ17）Ｒ18、
アリール、ヘテロアリール及び－ＳＯ2Ｒ16からなる群から選ばれ；又は
　ＰとＱとが、それらが結合している共役二重結合炭素原子と結合して、下記式からなる
群から選ばれた二価基を形成できる：
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【化４】

［式中、Ｒ17及びＲ18は、独立して、水素、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、アリールＣ3～Ｃ8－シ
クロアルキル及びＣ3～Ｃ8－アルケニルからなる群から選ばれ；
　Ｒ19はシアノ、カルボキシ、－ＣＯ2Ｒ16、－ＣＯＮ（Ｒ17）Ｒ18及び式：

【化５】

からなる群から選ばれ；
　Ｒ20はアリール及びヘテロアリールからなる群から選ばれ；
　Ｘ2及びＸ3は、独立して、酸素及び＝Ｃ（ＣＮ）ＣＮからなる群から選ばれ；
　Ｘ4は－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｒ17）－からなる群から選ばれ；
　Ｒ21は水素並びにＣ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシ、ハロゲン、カルボキシ
、シアノ及び－ＣＯ2Ｒ16から選ばれた２個以下の基からなる群から選ばれるが、但し、
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Ｐが－カルボキシ、－ＣＯ2Ｒ16、－Ｃ（Ｒ20）＝Ｃ（ＣＮ）ＣＮ及び
【化６】

からなる群から選ばれる場合にはＱは水素であることができる］｝
を含む、チタン含有エステル交換触媒化合物を実質的に含まない反応混合物を形成し；そ
して
　ｂ）第１反応室、最終反応室及び第１反応室と最終反応室との間の１個又はそれ以上の
中間反応室を有し且つ前記混合物が第１反応室、１個又はそれ以上の中間反応室及び最終
反応室中で順次重合されるように直列に運転される重縮合反応系中で前記反応混合物を重
合させることを含んでなるポリエステル樹脂中への光吸収剤の組み入れ方法。
【請求項２】
　前記Ｒ1及びＲ2が結合して、ピロリジノ、ピペリジノ、ピペラジノ、モルホリノ、チオ
モルホリノ、チオモルホリノ－Ｓ，Ｓ－ジオキシド、スクシンイミド及びフタルイミドか
らなる群から選ばれた環状構造を形成する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｒ8及びＲ9が結合して、ピロリジノ、ピペリジノ及びモルファリノからなる群から
選ばれた環状構造を形成する請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記Ｐ及びＱが、それらが結合している共役二重結合炭素原子と結合して、下記式：
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【化７】

［式中、Ｒ17及びＲ18は、独立して、水素、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、アリールＣ3～Ｃ8－シ
クロアルキル及びＣ3～Ｃ8－アルケニルからなる群から選ばれ；
　Ｒ19はシアノ、カルボキシ、－ＣＯ2Ｒ16、－ＣＯＮ（Ｒ17）Ｒ18及び式：

【化８】

からなる群から選ばれ；
　Ｒ20はアリール及びヘテロアリールからなる群から選ばれ；
　Ｘ2及びＸ3は、独立して、酸素及び＝Ｃ（ＣＮ）ＣＮからなる群から選ばれ；
　Ｘ4は－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｒ17）－からなる群から選ばれ；
　Ｒ21は水素並びにＣ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシ、ハロゲン、カルボキシ
、シアノ及び－ＣＯ2Ｒ16から選ばれた２個以下の基からなる群から選ばれるが、但し、
Ｐが－カルボキシ、－ＣＯ2Ｒ16、－Ｃ（Ｒ20）＝Ｃ（ＣＮ）ＣＮ及び
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【化９】

からなる群から選ばれる場合にはＱは水素であることができる］
からなる群から選ばれた環状二価基を形成し、且つ前記光吸収性化合物がポリエステル反
応性基を含む請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　０．０～２ｐｐｍのチタン金属を反応混合物に添加する請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　第１反応室中の反応圧が２０～５０ｐｓｉであり、最終反応室中の反応圧が０．１ｍｍ
Ｈｇ～２ｍｍＨｇであり且つ１個又はそれ以上の中間反応器のそれぞれの反応圧が５０ｐ
ｓｉと０．１ｍｍＨｇとの間であるような反応圧を各反応室が有する請求項１に記載の方
法。
【請求項７】
　０．０ｐｐｍのチタン金属を前記反応混合物に添加する請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ジオール成分がエチレングリコール；１，４－シクロヘキサンジメタノール；１，
２－プロパンジオール；１，３－プロパンジオール；１，４－ブタンジオール；２，２－
ジメチル－１，３－プロパンジオール；１，６－ヘキサンジオール；１，２－シクロヘキ
サンジオール；１，４－シクロヘキサンジオール；１，２－シクロヘキサンジメタノール
；１，３－シクロヘキサンジメタノール；２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シク
ロブタンジオール；Ｘ，８－ビス（ヒドロキシメチル）トリシクロ－［５．２．１．０］
－デカン［Ｘは３、４又は５を表す］；鎖中に１個又はそれ以上の酸素原子を含むジオー
ル；及びそれらの混合物からなる群から選ばれる請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記二酸成分がテレフタル酸、イソフタル酸、ナフタレンジカルボン酸、１，４－シク
ロヘキサンジカルボン酸、１，３－シクロヘキサンジカルボン酸、コハク酸、グルタル酸
、アジピン酸、セバシン酸、１，１２－ドデカン二酸及びこれらの酸のエステル、並びに
それらの混合物からなる群から選ばれる成分を含む請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記二酸成分がテレフタル酸ジメチルを含む請求項７に記載に方法。
【請求項１１】
　二酸成分に対するジオール成分のモル比が０．５～４である請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記反応混合物が更に亜鉛、マンガン及びそれらの混合物からなる群から選ばれた金属
を含む成分、アンチモン含有成分並びに燐含有成分を含む請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記金属含有成分が酢酸亜鉛又は酢酸マンガンであり、前記アンチモン含有成分が三酸
化アンチモンであり、且つ前記燐含有成分が燐酸である請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記金属含有成分が１０～２００ｐｐｍの量で存在する酢酸亜鉛である請求項１３に記
載の方法。
【請求項１５】
　前記三酸化アンチモンが２０～５００ｐｐｍの量で存在する請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記燐酸が５～２００ｐｐｍの量で存在する請求項１３に記載の方法。
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【請求項１７】
　鉄含有化合物、トナー、コバルト含有化合物及びそれらの混合物からなる群から選ばれ
た１種又はそれ以上の成分を更に含む請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　式（ＣＨＲ’ＣＨＲ”Ｏ－）mで表される前記アルコキシル化部分がエチレンオキシド
残基、プロピレンオキシド残基又は両者の残基からなる群から選ばれ且つｍが５０未満で
ある請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　ｍが８未満である請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　ｍが１～３である請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　ａ）反応室ＲＣ1と表すことができる第１反応室、反応室ＲＣkと表すことができる最終
反応室及び１個又はそれ以上の中間反応室を有する反応室ＲＣiと表すことができる一連
の反応室を含む重縮合反応系において、
　ジオール、
　ジカルボン酸、ジカルボン酸誘導体及びそれらの混合物からなる群から選ばれた二酸成
分を合わせて含む反応混合物を形成せしめ；
　ｂ）反応室ＲＣiを反応室ＲＣi+1に接続する導管Ｃiと表すことができる導管によって
反応室ＲＣiからの生成物Ｐiと表すことができる反応生成物が反応室ＲＣi+1に輸送可能
なように直列で運転される多室反応重合系中で、前記反応混合物を逐次重合させ；そして
　ｃ）反応室ＲＣiから反応室ＲＣi+1に輸送される際に反応生成物Ｐiに光吸収剤を添加
する（式中ｉ及びｋは整数であり、ｋは反応室の総数である）
ことを含んでなり；前記光吸収性化合物が下記式：
【化１０】
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【化１１】

｛式中、Ａは結合した二重結合と共役しており、且つ下記式：
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【化１２】

を有する窒素含有部分からなる群から選ばれ；
　Ｒ及びＲ’は、独立して、水素、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシ及びハロ
ゲンからなる群から選ばれ；
　ｎは１又は２であり；
　Ｒ1はＣ3～Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ8－アルケニル、アリール、Ｃ1～Ｃ12－アル
キル、置換Ｃ1～Ｃ12－アルキル及び－（ＣＨＲ13ＣＨＲ14Ｏ）m－Ｒ15［式中、ｍは１～
１００の整数である］からなる群から選ばれ；且つ
　Ｒ2はＣ3～Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ8－アルケニル、アリール、Ｃ1～Ｃ12－アル
キル、置換Ｃ1～Ｃ12－アルキル、－（ＣＨＲ13ＣＨＲ14Ｏ）m－Ｒ15［式中、ｍは１～１
００の整数である］並びに－ＣＯＲ16、―ＣＯ2Ｒ16、－ＣＯＮＨＲ16－及び－ＳＯ2Ｒ16
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から選ばれるアシル基からからなる群から選ばれるが、但し、Ｒ2がアシル基である場合
には、Ｒ1は水素であることができ；又は
　Ｒ1とＲ2とが、それらが結合している窒素原子と結合して、ピロリジノ、ピペリジノ、
ピペラジノ、モルホリノ、チオモルホリノ、チオモルホリノ－Ｓ，Ｓ－ジオキシド、スク
シンイミド及びフタルイミドからなる群から選ばれた環状構造を形成することができ；
　Ｒ3は、Ｃ1～Ｃ6－アルキレン、及び－（ＣＨＲ13ＣＨＲ14Ｏ）m－ＣＨＲ13ＣＨＲ14－
［式中、ｍは１～１００の整数である］からなる群から選ばれ；
　Ｒ4、Ｒ5及びＲ6は、独立して、水素及びＣ1～Ｃ6－アルキルからなる群から選ばれ；
　Ｒ7は水素、Ｃ1～Ｃ6－アルキル及びアリールからなる群から選ばれ；
　Ｒ8及びＲ9は、独立して、Ｃ1～Ｃ12－アルキル、置換Ｃ1～Ｃ12－アルキル、アリール
、Ｃ3～Ｃ8－シクロアルキル及びＣ3～Ｃ8－アルケニルからなる群から選ばれ；又は
　Ｒ8とＲ9とが、それらが結合している窒素原子と結合して、ピロリジノ、ピペリジノ及
びモルホリノからなる群から選ばれる環状構造を形成でき；
　Ｒ10及びＲ11は、独立して、水素、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、ヒドロキシル及び
Ｃ1～Ｃ6－アルカノイルオキシからなる群から選ばれ；
　Ｒ12はカルボキシ、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシカルボニル及び（Ｒ）nからなる群から選ば
れ；
　Ｒ13及びＲ14は、独立して、水素及びＣ1～Ｃ6－アルキルからなる群から選ばれ；
　Ｒ15は水素、アリール、Ｃ1～Ｃ12－アルキル及びＣ1～Ｃ6－アルカノイルオキシから
なる群から選ばれ；
　Ｒ16はＣ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ3～Ｃ8－アルケニル、アリール及びＣ3～Ｃ8－シクロア
ルキルからなる群から選ばれ；
　Ｘは－Ｏ－、－ＮＨ及び－Ｎ（Ｒ16）－からなる群から選ばれ；
　Ｌは二価、三価又は四価結合基であり；
　Ｌ1は直接単結合又は二価結合基からなる群から選ばれ；
　Ｐ及びＱは、独立して、シアノ、－ＣＯＲ16、－ＣＯ2Ｒ16、－ＣＯＮ（Ｒ17）Ｒ18、
アリール、ヘテロアリール及び－ＳＯ2Ｒ16からなる群から選ばれ；又は
　ＰとＱとが、それらが結合している共役二重結合炭素原子と結合して、下記式からなる
群から選ばれた二価基を形成できる：
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【化１３】

［式中、Ｒ17及びＲ18は、独立して、水素、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、アリールＣ3～Ｃ8－シ
クロアルキル及びＣ3～Ｃ8－アルケニルからなる群から選ばれ；
　Ｒ19はシアノ、カルボキシ、－ＣＯ2Ｒ16、－ＣＯＮ（Ｒ17）Ｒ18及び式：

【化１４】

からなる群から選ばれ；
　Ｒ20はアリール及びヘテロアリールからなる群から選ばれ；
　Ｘ2及びＸ3は、独立して、酸素及び＝Ｃ（ＣＮ）ＣＮからなる群から選ばれ；
　Ｘ4は－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｒ17）－からなる群から選ばれ；
　Ｒ21は水素並びにＣ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシ、ハロゲン、カルボキシ
、シアノ及び－ＣＯ2Ｒ16から選ばれた２個以下の基からなる群から選ばれるが、但し、
Ｐが－カルボキシ、－ＣＯ2Ｒ16、－Ｃ（Ｒ20）＝Ｃ（ＣＮ）ＣＮ及び



(14) JP 2008-500429 A5 2008.7.3

【化１５】

からなる群から選ばれる場合にはＱは水素であることができる］｝を有する化合物からな
る群から選ばれ且つポリエステル反応性基を含むポリエステル樹脂中への光吸収剤の組み
入れ方法。
【請求項２２】
　前記Ｒ1及びＲ2が結合して、ピロリジノ、ピペリジノ、ピペラジノ、モルホリノ、チオ
モルホリノ、チオモルホリノ－Ｓ，Ｓ－ジオキシド、スクシンイミド及びフタルイミドか
らなる群から選ばれた環状構造を形成する請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記Ｐ及びＱが、それらが結合している共役二重結合炭素原子と結合して、下記式：
【化１６】

［式中、Ｒ17及びＲ18は、独立して、水素、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、アリールＣ3～Ｃ8－シ
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クロアルキル及びＣ3～Ｃ8－アルケニルからなる群から選ばれ；
　Ｒ19はシアノ、カルボキシ、－ＣＯ2Ｒ16、－ＣＯＮ（Ｒ17）Ｒ18及び式：
【化１７】

からなる群から選ばれ；
　Ｒ20はアリール及びヘテロアリールからなる群から選ばれ；
　Ｘ2及びＸ3は、独立して、酸素及び＝Ｃ（ＣＮ）ＣＮからなる群から選ばれ；
　Ｘ4は－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｒ17）－からなる群から選ばれ；
　Ｒ21は水素並びにＣ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシ、ハロゲン、カルボキシ
、シアノ及び－ＣＯ2Ｒ16から選ばれた２個以下の基からなる群から選ばれるが、但し、
Ｐが－カルボキシ、－ＣＯ2Ｒ16、－Ｃ（Ｒ20）＝Ｃ（ＣＮ）ＣＮ及び
【化１８】

からなる群から選ばれる場合にはＱは水素であることができる］
からなる群から選ばれた環状二価基を形成する請求項２１に記載の方法。
【請求項２４】
　反応生成物ＲＣk-2が反応室ＲＣk-2と反応室ＲＣk-1との間を輸送されている間に、前
記光吸収剤を反応生成物Ｐk-2に添加する請求項２1に記載の方法。
【請求項２５】
　０．０～２ｐｐｍのチタン金属を前記反応混合物に添加する請求項２１に記載の方法。
【請求項２６】
　前記ジオール成分がエチレングリコール；１，４－シクロヘキサンジメタノール；１，
２－プロパンジオール；１，３－プロパンジオール；１，４－ブタンジオール；２，２－
ジメチル－１，３－プロパンジオール；１，６－ヘキサンジオール；１，２－シクロヘキ
サンジオール；１，４－シクロヘキサンジオール；１，２－シクロヘキサンジメタノール
；１，３－シクロヘキサンジメタノール；２，２，４，４－テトラメチル－１，３－シク
ロブタンジオール；Ｘ，８－ビス（ヒドロキシメチル）トリシクロ－［５．２．１．０］
－デカン［Ｘは３、４又は５を表す］；鎖中に１個又はそれ以上の酸素原子を含むジオー
ル；及びそれらの混合物からなる群から選ばれる請求項２１に記載の方法。
【請求項２７】
　前記二酸成分がテレフタル酸、イソフタル酸、ナフタレンジカルボン酸、１，４－シク
ロヘキサンジカルボン酸、１，３－シクロヘキサンジカルボン酸、コハク酸、グルタル酸
、アジピン酸、セバシン酸、１，１２－ドデカン二酸、及びこれらの酸のエステル、並び
にそれらの混合物からなる群から選ばれた成分を含んでなる請求項２１に記載の方法。
【請求項２８】
　前記二酸成分がテレフタル酸ジメチルを含む請求項２７に記載に方法。
【請求項２９】
　二酸成分に対するジオール成分のモル比が０．５～４である請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記反応混合物が更に亜鉛、マンガン及びそれらの混合物からなる群から選ばれた金属
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を含む成分、アンチモン含有成分並びに燐含有成分を含む請求項２１に記載の方法。
【請求項３１】
　前記金属含有成分が酢酸亜鉛又は酢酸マンガンであり、前記アンチモン含有成分が三酸
化アンチモンであり、且つ前記燐含有成分が燐酸である請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記金属含有成分が１０～２００ｐｐｍの量で存在する酢酸亜鉛である請求項３１に記
載の方法。
【請求項３３】
　前記三酸化アンチモンが２０～５００ｐｐｍの量で存在する請求項３１に記載の方法。
【請求項３４】
　前記燐酸が５～２００ｐｐｍの量で存在する請求項３１に記載の方法。
【請求項３５】
　鉄含有化合物、トナー、コバルト含有化合物及びそれらの混合物からなる群から選ばれ
た１種又はそれ以上の成分を更に含む請求項２１に記載の方法。
【請求項３６】
　０．０ｐｐｍのチタン金属を前記反応混合物に添加する請求項２１に記載の方法。
【請求項３７】
　式（ＣＨＲ’ＣＨＲ”Ｏ－）mで表される前記アルコキシル化部分がエチレンオキシド
残基、プロピレンオキシド残基又は両者の残基からなる群から選ばれ且つｍが５０未満で
ある請求項２２に記載の方法。
【請求項３８】
　ｍが８未満である請求項３７に記載の方法。
【請求項３９】
　ｍが１～３である請求項３７に記載の方法。
【請求項４０】
　二酸残基；
　ジオール残基；
　下記式を有する化合物からなる群から選ばれ且つポリエステル反応性基を含む光吸収性
化合物又はその残基：
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【化１９】

【化２０】

｛式中、Ａは結合した二重結合と共役しており、且つ下記式：
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【化２１】

を有する窒素含有部分からなる群から選ばれ；
　Ｒ及びＲ’は、独立して、水素、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシ及びハロ
ゲンからなる群から選ばれ；
　ｎは１又は２であり；
　Ｒ1は、Ｃ3～Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ8－アルケニル、アリール、Ｃ1～Ｃ12－ア
ルキル、置換Ｃ1～Ｃ12－アルキル及び－（ＣＨＲ13ＣＨＲ14Ｏ）m－Ｒ15［式中、ｍは１
～５００の整数である］からなる群から選ばれ；且つ
　Ｒ2はＣ3～Ｃ8－シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ8－アルケニル、アリール、Ｃ1～Ｃ12－アル
キル、置換Ｃ1～Ｃ12－アルキル、－（ＣＨＲ13ＣＨＲ14Ｏ）m－Ｒ15［式中、ｍは１～５
００の整数である］並びに－ＣＯＲ16、―ＣＯ2Ｒ16、－ＣＯＮＨＲ16－及び－ＳＯ2Ｒ16

から選ばれるアシル基からなる群から選ばれるが、但し、Ｒ2がアシル基である場合には
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、Ｒ1は水素であることができ；又は
　Ｒ1とＲ2とは、それらが結合している窒素原子と結合して、ピロリジノ、ピペリジノ、
ピペラジノ、モルホリノ、チオモルホリノ、チオモルホリノ－Ｓ，Ｓ－ジオキシド、スク
シンイミド及びフタルイミドからなる群から選ばれた環状構造を形成することができ；
　Ｒ3はＣ1～Ｃ6－アルキレン、及び－（ＣＨＲ13ＣＨＲ14Ｏ）m－ＣＨＲ13ＣＨＲ14－［
式中、ｍは１～５００の整数である］からなる群から選ばれ；
　Ｒ4、Ｒ5及びＲ6は、独立して、水素及びＣ1～Ｃ6－アルキルからなる群から選ばれ；
　Ｒ7は水素、Ｃ1～Ｃ6－アルキル及びアリールからなる群から選ばれ；
　Ｒ8及びＲ9は独立して、Ｃ1～Ｃ12－アルキル、置換Ｃ1～Ｃ12－アルキル、アリール、
Ｃ3～Ｃ8－シクロアルキル及びＣ3～Ｃ8－アルケニルからなる群から選ばれ；又は
　Ｒ8とＲ9とが、それらが結合している窒素原子と結合して、ピロリジノ、ピペリジノ及
びモルホリノからなる群から選ばれた環状構造を形成でき；
　Ｒ10及びＲ11は、独立して、水素、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、ヒドロキシル及び
Ｃ1～Ｃ6－アルカノイルオキシからなる群から選ばれ；
　Ｒ12はカルボキシ、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシカルボニル及び（Ｒ）nなる群から選ばれ；
　Ｒ13及びＲ14は独立して、水素及びＣ1～Ｃ6－アルキルからなる群から選ばれ；
　Ｒ15は水素、アリール、Ｃ1～Ｃ12－アルキル及びＣ1～Ｃ6－アルカノイルオキシから
なる群から選ばれ；
　Ｒ16はＣ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ3～Ｃ8－アルケニル、アリール及びＣ3～Ｃ8－シクロア
ルキルからなる群から選ばれ；
　Ｘは－Ｏ－、－ＮＨ及び－Ｎ（Ｒ16）－からなる群から選ばれ；
　Ｌは二価、三価又は四価結合基であり；
　Ｌ1は直接単結合又は二価結合基からなる群から選ばれ；
　Ｐ及びＱは、独立して、シアノ、－ＣＯＲ16、－ＣＯ2Ｒ16、－ＣＯＮ（Ｒ17）Ｒ18、
アリール、ヘテロアリール及び－ＳＯ2Ｒ16からなる群から選ばれ；又は
　ＰとＱとが、それらが結合している共役二重結合炭素原子と結合して、下記式からなる
群から選ばれた二価基を形成できる：
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【化２２】

［式中、Ｒ17及びＲ18は、独立して、水素、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、アリールＣ3～Ｃ8－シ
クロアルキル及びＣ3～Ｃ8－アルケニルからなる群から選ばれ；
　Ｒ19はシアノ、カルボキシ、－ＣＯ2Ｒ16、－ＣＯＮ（Ｒ17）Ｒ18及び式：

【化２３】

からなる群から選ばれ；
　Ｒ20はアリール及びヘテロアリールからなる群から選ばれ；
　Ｘ2及びＸ3は、独立して、酸素及び＝Ｃ（ＣＮ）ＣＮからなる群から選ばれ；
　Ｘ4は－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｒ17）－からなる群から選ばれ；
　Ｒ21は水素並びにＣ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシ、ハロゲン、カルボキシ
、シアノ及び－ＣＯ2Ｒ16から選ばれた２個以下の基からなる群から選ばれるが、但し、
Ｐが－カルボキシ、－ＣＯ2Ｒ16、－Ｃ（Ｒ20）＝Ｃ（ＣＮ）ＣＮ及び
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【化２４】

からなる群から選ばれる場合にはＱは水素であることができる］｝
　０．１％未満の量で存在するアンチモン原子；
　０．１％未満の量で存在する燐原子；
　１０ｐｐｍ～３００ｐｐｍの量の、亜鉛、マンガン及びそれらの混合物からなる群から
選ばれた金属原子；並びに
　場合によっては、０．０～５ｐｐｍの量で存在するチタン原子
を含んでなるポリエステル組成物。
【請求項４１】
　前記Ｐ及びＱが、それらが結合している共役二重結合炭素原子と結合して、下記式：
【化２５】

［式中、Ｒ17及びＲ18は、独立して、水素、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、アリールＣ3～Ｃ8－シ
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クロアルキル及びＣ3～Ｃ8－アルケニルからなる群から選ばれ；
　Ｒ19はシアノ、カルボキシ、－ＣＯ2Ｒ16、－ＣＯＮ（Ｒ17）Ｒ18及び式：
【化２６】

からなる群から選ばれ；
　Ｒ20はアリール及びヘテロアリールからなる群から選ばれ；
　Ｘ2及びＸ3は、独立して、酸素及び＝Ｃ（ＣＮ）ＣＮからなる群から選ばれ；
　Ｘ4は－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（Ｒ17）－からなる群から選ばれ；
　Ｒ21は水素並びにＣ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシ、ハロゲン、カルボキシ
、シアノ及び－ＣＯ2Ｒ16から選ばれた２個以下の基からなる群から選ばれるが、但し、
Ｐが－カルボキシ、－ＣＯ2Ｒ16、－Ｃ（Ｒ20）＝Ｃ（ＣＮ）ＣＮ及び
【化２７】

からなる群から選ばれる場合にはＱは水素であることができる］
からなる群から選ばれた環状二価基を形成する請求項４０に記載のポリエステル組成物。
【請求項４２】
　前記二酸残基がジカルボン酸残基、ジカルボン酸誘導体残基及びそれらの混合物からな
る群から選ばれる請求項４０に記載のポリエステル組成物。
【請求項４３】
　前記二酸残基がジカルボン酸エステル残基である請求項４２に記載のポリエステル組成
物。
【請求項４４】
　前記二酸残基がテレフタル酸ジメチル残基である請求項４０に記載のポリエステル組成
物。
【請求項４５】
　前記ジオール残基がグリコール残基である請求項４０に記載のポリエステル組成物。
【請求項４６】
　前記ジオール残基成分がエチレングリコール；１，４－シクロヘキサンジメタノール；
１，２－プロパンジオール；１，３－プロパンジオール；１，４－ブタンジオール；２，
２－ジメチル－１，３－プロパンジオール；１，６－ヘキサンジオール；１，２－シクロ
ヘキサンジオール；１，４－シクロヘキサンジオール；１，２－シクロヘキサンジメタノ
ール；１，３－シクロヘキサンジメタノール；２，２，４，４－テトラメチル－１，３－
シクロブタンジオール；Ｘ，８－ビス（ヒドロキシメチル）トリシクロ－［５．２．１．
０］－デカン［式中、Ｘは３、４又は５を表す］；鎖中に１個又はそれ以上の酸素原子を
含むジオール；及びそれらの混合物からなる群から選ばれる請求項４５に記載のポリエス
テル組成物。
【請求項４７】
　前記二酸残基がテレフタル酸、ナフタレンジカルボン酸、イソフタル酸、１，４－シク
ロヘキサンジカルボン酸、１，３－シクロヘキサンジカルボン酸、コハク酸、グルタル酸
、アジピン酸、セバシン酸、１，１２－ドデカン二酸及びこれらの酸のエステルの残基、
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並びにそれらの混合物からなる群から選ばれた成分を含む請求項４０に記載のポリエステ
ル組成物。
【請求項４８】
　２０ｍｅｑ／ｇ未満のカルボキシル末端を有する請求項４０に記載のポリエステル組成
物。
【請求項４９】
　アンチモン原子が２０～５００ｐｐｍの量で存在する請求項４０に記載のポリエステル
組成物。
【請求項５０】
　燐原子が１０～２００ｐｐｍの量で存在する請求項４０に記載のポリエステル組成物。
【請求項５１】
　ポリエステルに添加されたチタン金属の量が０．０ｐｐｍである請求項４０に記載のポ
リエステル組成物。
【請求項５２】
　黒色酸化鉄を更に含む請求項４０に記載のポリエステル組成物。
【請求項５３】
　黒色酸化鉄の量が１ｐｐｍ～１０ｐｐｍの範囲である請求項５２に記載のポリエステル
組成物。
【請求項５４】
　請求項４０に記載のポリエステル組成物から製造された熱可塑性樹脂製品。
【請求項５５】
　前記製品がボトル、貯蔵容器、シート、フィルム、繊維、プラック、ホース、チューブ
及びシリンジからなる群から選ばれる請求項５４に記載の熱可塑性樹脂製品。
【請求項５６】
　式（ＣＨＲ’ＣＨＲ”Ｏ－）mで表される前記アルコキシル化部分がエチレンオキシド
残基、プロピレンオキシド残基又は両者の残基からなる群から選ばれ且つｍが５０未満で
ある請求項５４に記載の熱可塑性樹脂製品。
【請求項５７】
　ｍが８未満である請求項５６に記載の熱可塑性樹脂製品。
【請求項５８】
　ｍが１～３である請求項５６に記載の熱可塑性樹脂製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　用語「ヘテロアリール」において、基のヘテロアリール基又はヘテロアリール部分は、
酸素、硫黄及び窒素又はこれらの原子の組合せからなる群から選ばれた少なくとも１つの
ヘテロ原子を、複素芳香族環を完成する炭素と結合して含むモノ又はビシクロ複素芳香族
基である。適当なへテロアリール基の例としては、以下のものが挙げられるが、これらに
限定するものではない。フリル、チエニル、チアゾリル、イソチアゾリル、ベンゾチアゾ
リル、ピラゾリル、ピロリル、チアジアゾリル、オキサジアゾリル、ベンゾオキサゾリル
、ベンゾイミダゾリル、ピリジル、ピリミジニル及びトリアゾリル並びにＣ1～Ｃ6－アル
キル、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシ、アリール、カルボニル、ハロゲン、アリールチオ、アリー
ルスルホニル、Ｃ1～Ｃ6－アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ6－アルキルスルホニル、シアノ、トリ
フルオロメチル及びニトロから選ばれた１個又はそれ以上の基で場合によってはこれらの
置換された基。
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